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１．もしも大地震（震度６弱以上など）が起きたら 
 

突然地震が起きたら・・・・・ 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ まずわが身の安全を 

 

わが身の安全を 

２ すばやく火の 

始末・消火 

 

わが身の安全を 

３ 危険な場所から 

離れよう 

 

わが身の安全を 

■すぐに机やテーブルの下にもぐ

り、頭を覆い、机の脚を握る。潜

る、覆う、握るの三つの動作が身を

守る。 

■慌てて外には飛び出さない。危険

な中に飛び込むことになる。 

■台所やストーブ、タバコの火を消

す。アイロンなど使用中の電気製

品のスイッチを切る。 

■火が出たらすぐに消火。でも天井

に火が届いたら初期消火の限界。

ガスの元栓を閉め、電気のブレー

カーを下ろして逃げよう。 

■津波は追いかけて来る。急いで高

台など安全な場所へ。また、崖崩れ

の危険を少しでも感じたら、すばやく

避難すること。 

■川べりや狭い路地は危険。ブロック

塀や門柱、石垣、自動販売機など倒

れる危険がある物に近づかない。 

４ 正しい情報を 

つかもう 

５ 避難は徒歩で 

身軽に 

６ 地域の人たちと 

冷静に協力する 

■ラジオや地域の緊急非

常放送から正確な情報

を得る。 

■根拠のないデマに惑わ

されないこと。 

■動きやすい服装で。 

■緊急車両の妨げになるの

で、車は使わず歩いて避

難する。 

 

■力を合わせて救援を。近所

に逃げ遅れた人はいない

かを確かめる。 

■秩序を保って行動する。声

を掛け合って冷静に。 

７ 安否連絡をする 

■災害ダイヤルを利用して

家族、大学へ安否の連絡

をする。 

■避難所へ避難する場合

は、出入口のドアに「××

へ避難」と張り紙をする。 

あなたの身を守る３か条 

 潜る ・・・ 机やテーブルの下に潜り込む 

 覆う ･･･ 衣類や座布団等で頭を覆う 

握る ･･･ テーブル・イスの脚を握る 

 



 

 ２ 

２．もしも火災を発見したら・・・ 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 キャンパス外にいる場合  

下宿・自宅の場合 

１． すばやく火を消し元栓をしめる。 

２． 転倒のおそれのある家具から離れる。 

 

 

３．地震がおさまってからの行動ポイント 

  キャンパス外にいる場合  

１． 自宅・下宿先が倒壊したら「○○にいる」と張り紙をして無事であることを知らせる。 

２． 最寄りの地域指定避難場所・避難所に避難する。 

３． 親元および大学に安否を連絡する。 

４． キャンパス近隣の下宿生で下宿が倒壊した場合は、大学まで避難する。 

 

災害時伝言ダイヤルサービスの開始、録音件数、提供条件については、NTTが決定し、テレビ・ 

ラジオ、自体の防災無線などで通知されます。 

 

 

 

 

 

 

１ 大声で近くの人に 

知らせる 

■不幸にして出火した場合は、大声

で「火事だぁー」と叫び、近くにい

る人に連絡通報する。 

２ 初期消火する 

■消せると判断したら近くにいる人と

協力して初期消火に努力する。 

■身長を超える火は消火器でも消せ

ません。危険と感じたら無理はしな

いこと。 

 

■一度避難したらカバン・貴重品な

どを忘れても絶対に部屋に入らな

いこと。 

■煙が発生したらハンカチなどで口

と鼻に当て、姿勢を低くして避難す

ること。 

３ 避難は早めに 

 



 

 ３ 

 大学への安否連絡手段 

大地震が発生するとあらゆるライフラインが寸断されます。電気、ガス、水道はもちろん電話や郵便

などの通信事業もストップする可能性があります。そのような状況下ですが、大学としては皆さんの安

否確認情報を必要としています。 

また、大学では以下の方法で学生の皆さんからの情報を収集する体制をとりますので、震災後はなる

べく早く連絡をください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 警戒宣言が発令されたら  

下宿・自宅にいる場合 

１． 通学を見合わせ外出も控える。 

２． テレビやラジオで情報を確認する。 

３． 身軽な服装に着替える。 

４． 非常持ち出し品を確認する。 

５． 非常食、飲料水を確保する。 

６． 地域の指定避難場所・避難所などの安全な場所に避難する。 

７． 下宿生・自宅生ともに、親元に連絡し、自分の居場所がわかるようにしておくこと。 

   ※下宿の耐震性に不安がある学生は、地域の指定避難場所・避難所まで避難し待機する。 

また、近隣であれば最寄りのキャンパスまで避難してもよい。 

 

東南海地震 

東海地震観測情報が発

令された場合 
平常どおり授業・試験、または大学行事などは行います。 

東海地震注意情報また

は予知情報（警戒宣言）

が発令された場合 

登校中の場合 

授業・試験、または大学行事などを直ちに打ち切り、教職員の指示に従ってくだ

さい。 

帰宅が困難と判断した場合は、別途教職員の指示に従ってください。 

登下校中 直ちに自宅へ引き返すとともに、正確な情報を入手することが大切です。 

登校中でない場合 

自宅で待機するか、耐震性に不安がある場合は、地域の指定避難場所・避難所に

避難し待機してください。この場合は、親元と連絡を取り合い、居場所がわかる

ようにしておいてください。 

 

災害用伝言ダイヤル 

災害用ダイヤル「１７１」震災直後はこれが最も早い。

ダイヤル方法はｐ.4参照。 

学校へクラスルームで連絡 

各学年のクラスルームにて、安否確認情報を連絡す

る。 

 

 

大学へEmailで連絡 

 

【大学】                                【短大】 

ライフスタイル学科: kasei@gakusen.ac.jp           生活デザイン総合学科: seide@gakusen.ac.jp  

管理栄養学科: kanei@gakusen.ac.jp              食物栄養学科: shokuei@gakusen.ac.jp  

こどもの生活学科: kodomo@gakusen.ac.jp          幼児教育学科: youji@gakusen.ac.jp  

mailto:kasei@gakusen.ac.jp
mailto:seide@gakusen.ac.jp
mailto:kanei@gakusen.ac.jp
mailto:shokuei@gakusen.ac.jp
mailto:kodomo@gakusen.ac.jp
mailto:youji@gakusen.ac.jp


 

 ４ 

東海地震注意情報発令

後に予知情報（警戒宣

言）が発令されず、注意

情報が解除された場合 

解除時刻 授業・試験開始講時 

午前７時まで（７時含まない）に解除 １時限目より開講 

午前７時以降（７時含む）午前８時まで（８時含まない）に解除 

２時限目より開講 

１０：１０からの実験・実習は

開講 

午前８時以降（８時含む）午前１０時まで（１０時含まない）に解除 ３時限目より開講 

午前１０時まで（１０時含まない）に解除されない場合 終日休講 

登校中・在学中に発令された場合 発令以降は休講 

予告なしに大地震（震度

６弱以上）が発生した場

合 

在校中 本学指定の避難場所へ移動の後、教職員の指示に従ってください。 

登下校中 
最寄りの避難所などに向かうか、帰宅をしてください。登下校中に地震があった場合、どの

ような対策をするかについては、家庭で話し合っておいてください。 

在宅中 
速やかに安全を確保し、ラジオなどの報道に注意し、自宅または地域の避難所へ避難してく

ださい。 

大学の開講情報 

東海地震注意情報、予知情報（警戒宣言）の解除、または、地震終息が確認されるまでの間、休講としま

す。授業再開など、その後の対応は報道機関や災害伝言ダイヤル、本大学ホームページなどで案内します。 

ホームページ 
http://www.gakusen.ac.jp/u/（大学）  

http://www.gakusen.ac.jp/t/（短大） 

携帯URL http://www.gakusen.ac.jp/okazaki/  

災害伝言ﾀﾞｲﾔﾙ 

 

 

１７１ 

↓ 

２ 

↓ 

学校電話番号を市外局番からダイヤル 

０５６４－３４－１２１２（岡崎キャンパス） 

↓ 

メッセージが聞ける 

 

 

４．日頃からの地震に対する備えについて 

下宿・自宅での備え 

１． 災害時の家族との連絡方法や、地域の指定避難場所・避難所（在住のホームページなど参考）   

とその避難経路を事前に確認しておき、下宿生は家族にも連絡しておくこと。 

２． 家具の配置を工夫して部屋の中に安全なスペースをつくること。 

３． 避難経路となる玄関や廊下には物を置かないこと。 

４． 本棚やロッカーなどの収納物は重いものは下に、軽いものは上に置くこと。 

５． 非常持ち出し品の準備をしておくこと。 

６． 日頃から風呂の水など貯め置きすること。 

 

 

 



 

 ５ 

非常時持ち出し品表 

◆３日分程度準備しておき、食料・水は定期的に新しいものを交換すること。 

◇食料（乾パン・缶詰・クッキーなど） ◇飲料水（一人一日 3リットルが目安） ◇医薬品など（消

毒薬・解熱剤・胃腸薬・風邪薬・絆創膏・ガーゼ・生理用品・包帯・マスク・とげ抜きなど） ◇

懐中電灯 ◇スリッパ・靴 

◇携帯ラジオ ◇乾電池 ◇マッチ ◇ライター ◇ちり紙 ◇衣類 ◇防寒具 ◇貴重品（預金通

帳・健康保険証・印鑑など） ◇小銭（公衆電話用） ◇雨具 ◇缶きり ◇笛 ◇サランラップ 

◇その他（タオル・軍手・ビニールシートなど） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難場所（岡崎市内） 

いざという時のために岡崎市のポータルサイトであらかじめ避難場所の確認をしてください 

https://okazaki-bousai-portal.transmod.jp/sonae/79 

 

 

 

 は 
はしらない 

https://okazaki-bousai-portal.transmod.jp/sonae/79


 

 ６ 

 



 

 ７ 

５．警戒宣言発令時のライフライン、 

市の施設の対応について 

 

   

 

 

  

 
 

 

項目 警戒宣言発令時 

水道 供給は継続され、飲料水の緊急貯水を呼びかけるなどの措置がとられます。     

電気 供給は継続され、電力を円滑に供給するための措置がとられます。     

ガス 供給は継続され、支障が出ない範囲で減圧措置がとられます。     

電話（NTT） 重要通信の確保のため、一般回線の利用が制限されることがあります。     

市バス・地下鉄 市バスは安全な場所に、地下鉄は最寄りの駅にそれぞれ停車し、運行が中止されます。   

JR・私鉄・バス 最寄りの安全な駅などに停車し、運行が中止されます。       

一般道 強化地域からの流出は制限されませんが、地域内への流入や走行は、極力制限されます。   

高速道路 強化地域からの流出は制限されませんが、地域内への流入は、制限されます。     

地下街 入庫も出庫も停止されます。           

デパート 買い物客などの退館を確認した上で、休館されます。       

小規模小売店（ｺﾝﾋﾞﾆほか） できる限り営業が継続されます。         

金融機関など 窓口業務は停止。一部の現金（郵便貯金）自動預払機は預・貯金の払い戻しが継続されます。 

学校 保護者との間で取り決めた方法で帰宅。帰宅できない場合、引き渡しまで学校で保護されます。 

病院 救急患者を除き外来診療は中止します。         

市の施設 市役所・区役所などの事務所は緊急やむを得ない業務以外は中止になります。     
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